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◎『すべて神の御 霊 に導かれる者は、神の子供である。』(ロマ書第８章14節)
みたま

新 『教会通信』（2023年 12月 )
☆(聖書に今日を聞く)☆ 伊豆イエス之御霊教会

み ふ み

牧師 三崎 紘

伊東市十足324-37

TEL 0557-45-3692

FAX 0557-45-7081

http://izukogen.wonderful.to

ハレルヤ！

私たちの唯一大能の神・主イエス・キリスト様の御聖名を心より崇めまして、感謝と讃美
おん み な

を御献げしつつ此の通信を 認 めさせて頂きます。
したた

暫く教会通信を休ませて頂きました。

昨年の２月、ロシアがウクライナに侵攻した日あたりから愚生の身体の具合が悪くなり、
し も べ

内臓の大掛かりな手術を経て一度は退院しましたものの、食欲が全く湧かず、昨年１２月６

日気が遠くなり救急車にて熱海の病院に運ばれ、以来１２月２８日までの約三週間余り全く

目が覚める事はありませんでした。

今年三月に退院いたしましたが、相変わらずの食欲不振と体重の大幅な減少に依る体力・

気力の低下にリハビリも進まず、これ以上の恢復は年齢的にも不可能かと自信を失い掛けて
かい ふく

おりましたが、伊豆教会の兄弟・姉妹方の篤きお祈りと、同じ信仰を持つ敬愛する牧師先生

方のお見舞いや御加祷を戴き、お陰様で少しずつではありますが癒されて来ております。

三月の退院の折、病棟の多くの看護師・介護士や医師から“生きて此のように退院出来る

なんて奇蹟としか思えない”と言われた事を思い出して、“やっぱり愚生を生かして下さっ
し も べ

ておられるのは主イエス様の御意志なのだ”との思いを深くし、ならば残る日々を主イエス
み こ こ ろ

様のお導きの中に活かして戴こう、と気持ちを新たに致しております。

そんな最中、１０月７日、パレスチナの自治区ガザの軍事組織ハマスによるイスラエルへ
さ な か

の突然の侵攻があり、以来、連日各マスコミが克明に報道を続けております。
こくめい

以来、ハマスへの制裁を口実に強硬な反撃に出たイスラエル軍のガザ地区への強硬な反撃

は、婦女子を巻き込んだ大量殺戮の動画がマスコミに依って全世界の隅々へと放映され、戦
さつりく

いの動機に直接的には関係の無い多くの国々の中に、其処に住居するパレスチナ人やイスラ
そ こ

ム教徒の突き上げを憂慮してイスラエルへの反感を高めるデモが大々的に行われており、第

三次世界大戦を懸念するような機運さえもが高まって来ております。

愚生の個人的な記述になりますが、今から約七十年前、東京イエス之御霊教会に於いて【水
し も べ

と霊】のバプテスマ(ヨハネ3:5他多数 )を授かって以来、長きに亘り不信仰な愚生を忍耐強く
さず し も べ

お祈りの内に導いて下さった当時の監督・村井ジュン先生が、常々説いておられた内容に、
と

此の地球上の終末が近付いている事(旧/新約聖書に多数有り)と、それ以前に主イエス様が再
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び此の地上にお見え下さる【御再臨】(使徒行伝 1:11他多数 )に付いては口を酸っぱくする程

に繰り返して語られておられ、更にそれに先だって、イスラエルの地に重大な異変が起こる

事に充分な注意を払っておくように、と言っておられた事が強く記憶に残っております。

愚生が伊豆の地に伝道を始めて以来四十年余り、常に主様の御再臨に付いて語らされ、イ
し も べ

スラエル注目の事を語って参りました。

終末に先立つ世の中の出来事に関しましては旧約聖書には【エホバの日】とか【すゑの日】

等と表現されており、新約聖書では始めの書であるマタイ傳第24章に、弟子達の“主イエス

が来たり給う日と世の 終 とには、何の 兆 があるか？”との問い掛けに対して主イエス様は
おわり しるし

克明に説明をしておられ、最後のヨハネ黙示録に至るあらゆる箇所に 認 められており、我
こくめい したた

ら信者に執りましては聖言の中でも最重要なる預言であり今後の信仰に最も大切な聖言と言
みことば みことば

えるものであります。

つまり、聖書を紐解く者ならば誰でもが目にする聖言であります。
ひも と みことば

しかし、現実はどうでありましょう？

世界中に数多あるキリスト教の多くは、主イエス・キリスト様の御再臨も、地球の終末に
あ ま た

付いても伏したように口を閉ざしている現実であります。

上記に記しましたマタイ傳第24章4節5節 、終末期に関する弟子達の質問に主イエス様は

先ず此の様に答えておいでであります。

◎イエス答えて言い給う

『なんじら人に惑わされぬように心せよ。多くの者わが名を冒し来たり
おか

“我はキリストなり”と言いて人を惑わさん。』
まど

末の日には、多くの者達が聖書の聖言を恣意的に自分達の都合の良いように解釈した教義
みことば し い

を創り、キリスト様の御名前だけを名乗り、その教えに 随 う者達を惑わしにかかるから気
つく したが

を付けろと 仰 いました。
おつしや

その聖言の予言通り、現代のキリスト教を自称する団体には、聖書の真理から大きく逸脱
みことば いつだつ

した物が多くあります。

旧約聖書イザヤ書第4章1節には、こう記されております。

◎『その日七人のおんな一人の男にすがりて言わん
なな たり

我ら 己 の糧を食らい己の 衣 を着るべし
おのれ かて ころも

ただ我らに汝の名を唱うる事を許して我らの恥を取り除けと』
とな はじ

※『その時が来たら、多くの女が一人の男に取り縋って言うでしょう。
すが

自分達が食事として食べる物と着る衣類は勝手に都合します。

しかし、恥を受けるのは嫌ですから、貴方の 貴 いお名前を使用する事だけ
いや とうと

はお許し下さい。』

主イエス様が 仰 ったお言葉は、遠くイザヤの時代に予言されており、その事は現代の大
おつしや

きな組織を持つ多数の教団の上に成就致しております。
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私達クリスチャンの希望は、出世して大金持ちに成ったり人の上に立って権威を振るう事

ではありません。

此の世的な自称クリスチャン達も皆一様に、天国に行く事が希望のようでありますが、主

イエス様は、ヨハネ傳第3章1節からの聖言で、夜半ひっそりと訪ねて来たユダヤ人の 宰 で
みことば や はん つかさ

あるニコデモ氏に、大切な事をお話になっておられます。その3節

◎『まことに誠に汝に告ぐ、

人あらたに生まれずば神の国を見ること能わず』
あた

※『人間は新しく生まれなければ神様の国を見る事は出来ません』

そのお言葉を怪訝に思ったニコデモ氏は、聞き返します。
け げ ん

◎『人はや老いぬれば、いかで生まるる事を得んや、

再び母の胎に入りて生まるる事を得んや』(4節)
たい

※『こんな年寄りが再び母の 躰 から生まれる事など出来ないでしょう』
からだ

そこで主イエス様がこう 仰 いました。その5節
おつしや

◎『まことに誠に汝に告ぐ、

人は水と霊とによりて生まれずば、神の国に入ること能わず』
あた

※『人間は“水と霊”に依って新しく生まれなければ、

神様の御国に行く事は出来ません』
み く に

これは私達の神・主イエス様が仰った聖言であります。
みことば

神様の御国を目指す総てのクリスチャンが、謙虚に聞いて受け止めて実践しなければなら
けんきよ じつせん

ない大切な聖言であります。
みことば

私達の神様は“霊”そのものであられます。

◎『神は霊ならば、拝する者も霊と 眞 とをもて拝すべきなり。』
まこと

(ヨハネ傳第4章24節)

礼拝する者(信者)は、神様と同じ霊を以て礼拝(祈祷)するべきである、と主イエス様はサ
おいのり

マリヤのご婦人に語られました。

如何でしょうか？ キリスト教の教会で、聖霊の語らしむる異言を以てお祈りをする教会
い か が

がどれ程有るでしょうか？

使徒行伝第2章1節～4節(これは前の第1章15節＝その頃ペテロ、百二十名ばかり共に集ま

る群をなせる、とある聖言から続いております。)
むれ みことば

◎『五 旬 節の日となり、彼らみな一処に集い居りしに、
ご じゆんせつ

……彼らみな聖霊にて満たされ、
せいれい

御霊の宣べしむるままに異邦の 言 にて語りはじむ。』
み た ま ことくに ことば

※『五旬節つまりペンテコステの日に、ペテロ達百二十名の者達が一箇所に集まって

居りましたら、異様な霊の状態に見舞われ、彼らは皆が神様の聖霊に満たされた

状態となり、御霊が語らせるままに異邦の言葉つまり異言にて語り始めた、とあ
み た ま ことくに い げ ん

ります。異言は即ち霊言であります。』
い げ ん れい げん
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初代教会時代の信者さん達はみな此のようにして、聖霊に依って語らされる霊言(異言)を
れい げん い げ ん

以て個人的にも或いは集会に於いても祈祷はなされておりました。
い の り

◎『異言を語る者は人に語るにあらずして神に語るなり』
い げ ん

(コリント前書第14章2節)

神様の霊(聖霊)を戴いた者が神様との交わり(祈祷)に語るのが、異言(霊言)であり、人に

は異言で祈っていても何を言っているのか判りません。

同じコリント前書の同じ第14章13節～15節にこう記されております。

◎『この故に異言を語る者は自ら釈き得んことをも祈るべし。
と え

我もし異言をもて祈らば、わが霊は祈るなれど、

我が心は果を結ばず。さらば如何にすべきか、
み い か

我は霊をもて祈り、また心をもて祈らん。

我は霊をもて謳い、また心をもて謳わん。』
うた うた

※『異言で祈っていても何を祈っているのか判らないままでは、祈る者として満足出

来ませんから、内容を知る事も求めるべきであります。

そこで私(使徒パウロ)は、“心に祈りの内容(言葉)を込めて異言で祈ります。

異言で霊歌を謳わされる時も、自分の心に思い(言葉)を込めて謳うようにしてい
うた うた

ます”と言っておられます。』

◎『(聖書の)予言は人の心より出でしにあらず、

人々聖霊に動かされ、神によりて語れるものなればなり。』

(ペテロ後書第1章21節)

◎『汝らエホバの書をつまびらかに尋ねて読むべし………
ふみ たず

そはエホバの口この事を命じその 霊 此らを集め給うべければなり』
みたまこれ

(イザヤ書第34章16節)

私達が現在、神様の聖言として与えられて拝読する聖書は、旧・新約を問わずキリスト・
みことば

イエス様を信ずる信仰に依って御救いに至らしむる智慧を与えるものであり、神様の感動に
み す く

よるもの即ち主の聖霊様の御働きによるものであります。(ここではテモテ後書第3章15,16

節参照)

と言う事は、取りも直さず聖霊を内住してる者にしか聖書の内容を正確に理解し得ないと

言う事であります。

◎『狭き門より入れ、
せま

滅びに至る門は大きく、その路は廣く、之より入る者おおし。
ほろ

生命に至る門は狭く、その路は細く、之を見出す者すくなし。』
い の ち

(マタイ傳第7章13,14節)

◎『 力 を尽くして狭き門より入れ。我なんじらに告ぐ、
ちから

入らん事を求めて入り能わぬ者おおからん。』
あた

(ルカ傳第13章24節)
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異言が伴う聖霊を求めようとしない教会、全身浸礼及び主イエス様の聖名を用いないで水
しんれい み な

のバプテスマを行う教会の如何に多い事か！

此の地球の終末及び其の日に到る迄の課程(プロセス)に付いて、聖言を通して少しく述べ
みことば

させて頂きます。

◎『汝等まず知れ、末の世には 嘲 る者嘲笑をもて来たり、
あざけ あざけり

おのが欲に 随 いて歩み、かつ言わん
したが

“主の来り給う約束は何処にありや、
い ず こ

先祖たちの眠りし後、 萬 のもの開 闢の 初 と
よろず かいびやく はじめ

等しくして変わらざるなり”と。』
ひと

(ペテロ後書第3章3,4節)

※『貴方方には先ず知っておいて欲しい事です。
あ な た

神様がお考えになっておられる地上の終末の日が近付いて来ますと、眞の神様を知ら

ない者、知ろうとしない世俗的な人々は、人類が永年 育 んできた未来への野望を心
ながねんはぐく

に秘めて、嘲 笑してこう言うでしょう。
ひ ちようしよう

“聖書の中でイエス様が言われている再臨の約束はどうなっているのだ、世の中は

開 闢(始まり)以来何も変わって居ないじゃないか”と。』
かいびやく

注釈を挟みますが、記載するペテロ後書第3章の章節にて申されております内容には、現
はさ

代より先に起こる現象が記されており、其処には時間差(時代差)を超えた記述がある事を申

し添えて置きます。

◎『彼らは殊更に次の事を知らざるなり、即ち 古 え神の 言 によりて天あり、
ことさら いにし ことば

地は水より出で水によりて成り立ちしが、

其の時の世は之により水に覆われて滅びたり。
おお ほろ

されど同じ御言によりて今の天と地とは 蓄 えられ、火にて焼かれん為に、
みことば たくわ

敬虔ならぬ人々の審判と滅亡との日まで保たるるなり。』
けいけん さ ば き ほ ろ び たも

(ペテロ後書3章5～7節)

※『そのような事を口にする者たちは次の事を知りません。大昔、眞の神様の御言に依っ
みことば

て宇宙も地球も創造されました。しかし、ノアの方舟で知られたように、神様のお怒
はこぶね

りにあった此の地球は水に覆われて滅ぼされました。その後、同じ神様の御言に依っ
おお みことば

て現代の地球は繁栄の中に保たれて参りましたが、しかし、それはノアの時代と相も
はんえい

変わらず神様のお怒りを 蒙 り続ける不敬虔な人類に審判が為され、やがて総てが火
こうむ ふ けいけん さ ば き な

にて焼かれ滅ぼされる日までの事である』と、神様は 仰 っておられます。
おつしや

◎『愛する者よ、なんじら此の一事を忘るな。

主の御前には一日は千年のごとく千年は一日のごとし。
み ま え
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主の約束を果すに遅きは、或人の遅しと思うが如きにあらず、
はた

ただ一人の亡ぶるをも望み給わず、凡ての人の悔 改に至らん事を
すべ くいあらため

望みて汝等を永く忍び給うなり。』

(ペテロ後書第8,9節)

※『愛する方々へ 仰 っておられます。此の一言を忘れてはなりません。
おつしや

始め無く終わりの無い神様のお立場からしましたら、千年も一日も何の変わりもあり

ません。神・主イエス様がお約束下さっておられる此の御再臨を待ち望んでいる人々

の中で、世人の考えに惑わされてその信仰に 躓 く者も在ろうかと思われますが、決
よ じ ん つまず あ

して世人が考えているような事情で遅いのでは無く、神様は、凡ての人々が悔い改め
く

て一人も残される事なく神様の御旨に適って、皆が挙って御国へと導かれる日をジッ
み む ね かな こぞ

と辛抱強く待って居られるのであられます。』

◎『されど主の日は盗人のごとく来たらん、その日は天 轟 きて去り、
ぬすびと とどろ

諸々の天体は焼け崩れ、地とその中にある工とは焼け尽きん。
もろもろ くず わざ

かく此等の物は皆崩るべければ汝等いかに潔き行状と敬虔とをもて、
くず きよ けいけん

神の日の来るを待ち之を 速 かにせん事を勉むべきにあらずや、
すみや つと

その日には天燃え崩れ、もろもろの天体焼け溶けん。
も くず や と

されど我等は神の約束によりて義の住むところの新しき天と

新しき地とを待つ。』

(ペテロ後書第3章10～13節)

※『前以て何年何月何日に 窺 いますと予告するドロボウがいないように、或る日突然に
うかが

主イエス様は御再臨を為されると 仰 います。
な おつしや

其の日には大音響と共に天は燃え崩れ、総ての天体は焼け崩れて溶け去って仕舞い
と

ます。其の日を信ずる者達は、神の子としての潔き行いと敬虔とを以て、神様がお見
きよ けいけん

えになる日を一日も速く成るように努めるべきではありませんか？新しき 戒 めとし
つと いまし

ての『愛』を以て、救いに 与 る異邦人の数が満ちるように福音伝道に努めるべきで
あずか かず

はありませんか？

其の時、神様を信じ従う者達は、主イエス様の仰った通り 眞 の義しき者のみが住
まこと ただ

まう新しき天と新しき地とが約束されます。』

◎『 萬 の物の終り近付けり、
よろず

されば汝ら心を 慥 にし、 慎 みて祈せよ。
たしか つつし

何事よりも先ず互いに熱く相愛せよ。愛は多くの罪を掩えばなり。』
あいあい おお

(ペテロ前書第４章7,8節)

現在、我等が生活する此の地球上に、大きな変化が 顕 れて来ております。
あらわ

地球の温暖化が叫ばれてから可成りの歳月が過ぎておりますが、此の夏７月２７日に、国
か な

連の事務総長が“是までの地球の温暖化を改めて今後は地球の沸騰化時代の到来とする”と
ふつとう
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発言しておりました。

テレビに放映される集中豪雨の悲惨な災害の反面、全く雨が降らず大飢饉に苦しむ人々の
き き ん

映像、世界各地の山火事、我が国でも常に叫ばれている大地震の予告に不安を覚える人も多

いと思われますが、北欧のアイスランド(人口は三十数万人)では、此の2・3日間に何と一日

に八百回とか千回もの地震に見舞われて各地にマグマの噴火があり、観光地として毎年二・

三百万名からの観光客が入浴しに来るという有名なブルーラグーン(広大な池全体が温泉と

なっている場所)でも、マグマの噴火で大きな水柱が立っている様子がテレビに撮し出され

ておりました。

そして、突如として降って湧いたパレスチナ・ガザ地域でのイスラエルとハマスとの熾烈
し れ つ

な軍事行動であります。

私達のように聖書通りの信仰を確信する者であれば、誰でもが心の裡に熱い物が沸き上が
うち

って来るのは当然でありましょう。

上記に『 萬 の物の終り近付けり』とありますが、此の聖句も聖書を拝読する総てのクリ
よろず

スチャンが目にする聖言であり決して軽視するべきものではありません。天地創造を為さっ
みことば な

た神様は時が来たら此の地球を一度、綺麗に為されると 仰 っておられます。
おつしや

其の時の世界情勢は前出のマタイ傳第24章(マルコ傳第13章・ルカ傳第21章)及びエゼキエ

ル書第38章/39章などに克明に記されております。

久方ぶりの此の通信に愚生が何よりも記したかった事は、こんな時代情勢に在って 眞 の
し も べ まこと

信仰が与えられている者が如何に幸いであるかと言う事であり、長き 病 から蘇生させられ
やまい そ せ い

た身を以て連日連夜主イエス様の聖名を崇めて感謝と感動の祈祷が為されております事を、
み な い の り な

愚生の為にご加祷下さった方々お一人びとりにお伝えしたいという事でありました。
し も べ

◎『神の御霊汝らの中に宿り給わば、汝らは肉に居らで霊に居らん、
み た ま

キリストの御霊なき者はキリストに属する者にあらず。
み た ま

もしキリスト汝に在まさば、 躰 は罪によりて死にたる者なれど、
い からだ

霊は義によりて生命に在らん。』
い の ち あ

(ロマ書第8章第8,9章)

何たる幸いでありましょうか。

此の度の 病 で長期入院中のベットに在って、自らの過去の人生を 顧 みますに、愚生の存
たび やまい かえり し も べ

在は多くの人々に対して信仰への 妨 げとなる事ばかりではなかったのか、との自戒が常に
さまた じ か い

頭を過ぎっておりました。
よ

ヨハネ第一の書第3章1,2節(各自拝読あれ )に目が止まり、“自分は既に神様の子供である”
ふみ

との聖句にドキッとした日から可成りの歳月が経ておりますが、主様の十字架に於ける御業
か な み わ ざ

に依って開かれた“水と霊”のバプテスマに 与 っただけに過ぎません。信仰生活に於いて
あずか

何よりも大切な事は、日々の神様との聖霊に依る交わり、つまり祈祷であります。
おいのり

私達のハレルヤ、ハレルヤと主を讃美する霊言による祈祷は、世俗的な自身を離れて霊で
おいのり

あられる神様の境地へと 誘 われ、“御霊みずから言い難き歎きをもて”(ロマ書第6章6節)
いざな がた なげ
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との執り成しを戴いて、御霊の導きのままに深き祈りと成り、存分の願い事を為す力と成っ
と な な

て参ります。

◎『汝は祈る時、己が部屋に入り、戸を閉じて隠れたるに在す汝の父に祈れ。
おの かく いま

さらば隠れたるに見給う汝の父は報い給わん。』
かく むく

(マタイ傳第6章6節)

上記“山上の垂訓”に於いて主イエス様は、『貴方方がお祈りをする時、なるべく雑音の
すいくん あ な た

無い静かな自室で祈りなさい。時間・空間の狭間を超えた処に居られる我らの神・主イエス
は ざ ま こ

様は、そこで静かに私達の祈り・願い事の総てを聴いておられ、必ず報いて下さる』と 仰
むく おつしや

っておられます。

神様への祈祷は、唯一・大能の神様との会話であります。
おいのり

一方通行の自己満足であってはなりません。

眞のお祈りが終わった時、主イエス様と直に会話が為された喜びと感謝に、目頭に熱いも
じか な

のが感じられて参ります。ハレルヤ！

愚かな 僕 の病の恢復の為に御加祷下った愛する兄姉方、また諸先生方、お陰様でやっと
しもべ かいふく

此の通信を書き上げました。感謝申し上げます。ハレルヤ！

(２０２３年１１月１８日 伊豆イエス之御霊教会 牧師 三﨑 紘 文責)


